
3　　はじめに

　

は
じ
め
に
―
―
大
分
岐
の
時
代
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

斎
藤
幸
平

人
類
は
、
今
、
胸
元
に
拳
銃
を
つ
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
。「
撃
た
な
い
で
く
れ
」
と

叫
び
、
最
悪
の
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
行
動
す
る
選
択
肢
も
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、「
ど
う
ぞ
撃

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
未
来
で
は
な
く
、
終
末
を
選
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち

自
身
な
ん
だ
―
―
。

こ
れ
は
、
本
書
の
第
二
部
に
登
場
す
る
哲
学
者
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
言
葉
だ
。

こ
こ
で
ど
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
か
に
よ
っ
て
、
人
類
の
未
来
は
決
定
的
な
違
い
を
迎
え
る
。
そ
の
よ

う
な
「
大
分
岐
の
時
代
」
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
。

大
げ
さ
だ
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
回
、
議
論
を
重
ね
た
知
識
人
た
ち
は
、
お
お
む

ね
、
こ
の
よ
う
な
共
通
認
識
を
も
っ
て
い
た
。
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　　4

実
際
、
現
代
社
会
は
出
口
の
見
え
な
い
債
務
危
機
や
極
右
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、
気
候
変
動
と
い
っ
た
多
く

の
問
題
に
直
面
し
、
危
機
は
日
に
日
に
深
ま
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
あ
ふ
れ
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
事
実
を

歪
め
、
危
機
へ
の
対
策
を
遅
ら
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
象
徴
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

独
占
状
態
は
、
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
脅
か
す
と
と
も
に
、
ア
マ
ゾ
ン
や
ウ
ー
バ
ー
は
不
安
定
な
低
賃
金

労
働
を
生
み
出
し
、
貧
富
の
格
差
を
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
中
立
的
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
知
や
権
力
を
構

造
化
し
、
利
潤
の
た
め
に
世
界
を
再
編
成
す
る
手
段
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
発
展
が
、
世
界
中
の
人
々
を
水
平
的
・
同
時
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
ぎ
、
数
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
価
値
創
造
の
源
泉
に
も
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、

新
し
い
技
術
に
規
制
を
か
け
ず
に
、
た
だ
技
術
を
加
速
さ
せ
て
い
く
な
ら
ば
、
待
っ
て
い
る
の
は
「
サ
イ

バ
ー
独
裁
」、
あ
る
い
は
「
デ
ジ
タ
ル
封
建
主
義
」
だ
ろ
う
。

シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
の
時
代
が
も
た
ら
す
の
は
、
普
遍
的
人
権
や
自
由
・
平
等
が
否
定
さ
れ
る
「
人
間

の
終
焉
」
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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5　　はじめに

最
悪
の
事
態
を
避
け
る
た
め
に
は
、
資
本
主
義
そ
の
も
の
に
挑
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
機
的
段
階
に

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
本
書
の
問
題
提
起
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
危
機
」（crisis

）
の
語
源
を
遡
る
と
、
ギ
リ
シ
ャ
語
のκρίσις

（krísis

）
に
由
来
し
、

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ
て
、「
疾
病
の
転
換
点
」
と
い
う
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た
。
症
状
は
、
好
転
す
る

か
も
し
れ
な
い
し
、
悪
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
病
状
の
見
立
て
を
正
し
く
行
い
、
適
切
な
手
当
て
を
す

れ
ば
、
快
方
に
向
か
う
。
だ
が
、
対
処
を
誤
れ
ば
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
と
な
る
。
危
機
と
は
、

そ
の
よ
う
な
重
大
な
分
岐
点
を
指
す
。

危
機
を
好
機
に
変
え
る
た
め
に
は
、
多
く
の
人
々
が
団
結
で
き
る
よ
う
な
新
し
い
社
会
の
展
望
を
提
示

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
書
は
そ
の
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
。
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ー
ト
、
マ
ル
ク
ス
・

ガ
ブ
リ
エ
ル
、
ポ
ー
ル
・
メ
イ
ソ
ン
と
い
う
、
危
機
に
真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
い
、
こ
の
先
を
見
つ
め
る

知
識
人
た
ち
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
未
来
を
つ
く
る
方
法
を
探
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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資
本
主
義
の
危
機
／
資
本
主
義
の
「
飼
い
馴
ら
し
」
は
可
能
な
の
か

社
会
民
主
主
義
で
解
決
す
る
の
か
／
資
本
主
義
が
つ
ぶ
す
人
々
の
自
由
と
能
力

第
一
章　

資
本
主
義
の
危
機
と
処
方
箋

16 14

政
治
の
機
能
不
全
と
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
台
頭
／
な
ぜ
階
級
の
違
う
政
治
家
に
親
近
感
を
抱
く
の
か

ウ
ォ
ー
ル
街
占
拠
運
動
と
サ
ン
ダ
ー
ス
現
象
の
連
続
性
／
水
平
的
な
社
会
運
動
の
「
敗
北
」

社
会
運
動
か
ら
学
ん
で
い
っ
た
サ
ン
ダ
ー
ス
／
重
要
な
の
は
政
治
家
よ
り
も
社
会
運
動

第
二
章　

政
治
主
義
の
罠

32

は
じ
め
に
―
―
大
分
岐
の
時
代
に　

斎
藤
幸
平
3

コ
ー
ビ
ン
を
支
え
た
の
は
誰
か
／
選
挙
が
民
主
主
義
の
す
べ
て
じ
ゃ
な
い
！

政
治
主
義
の
罠
―
―
な
ぜ
日
本
で
社
会
変
革
が
起
き
な
い
の
か

日
本
版
オ
キ
ュ
パ
イ
運
動
と
「
次
な
る
湯
浅
」
探
し
／
社
会
と
経
済
の
次
元
の
民
主
主
義
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〈
コ
モ
ン
〉
と
は
何
か
／
〈
コ
モ
ン
〉
を
民
主
的
に
管
理
す
る
と
い
う
経
験
／
〈
コ
モ
ン
〉
と
社
会
運
動

〈
コ
モ
ン
〉
と
し
て
の
地
球
／
地
球
か
ら
の
掠
奪
／
「
所
有
」
の
論
理
を
乗
り
越
え
る

第
三
章　
〈
コ
モ
ン
〉
か
ら
始
ま
る
、
新
た
な
民
主
主
義

63

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
は
救
世
主
な
の
か
／
貨
幣
の
力
を
ど
う
見
る
か

「
人
々
の
た
め
の
量
的
緩
和
」
／
新
し
い
民
主
主
義
の
可
能
性
―
―
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
か
ら
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
へ

第
五
章　

貨
幣
の
力
と
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム

108

「
発
展
」
の
意
味
を
問
い
直
す
／
機
械
を
使
う
社
会
の
秩
序
／
「
発
展
」
を
「
掠
奪
」
か
ら
切
り
離
す

非
物
質
的
労
働
の
時
代
／
マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
の
主
体
性

労
働
者
の
自
律
性
は
高
ま
っ
た
？
―
―
Ａ
Ｉ
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
ど
う
闘
う
の
か
／
押
し
つ
け
ら
れ
る
「
自
律
性
も
ど
き
」

第
四
章　

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
敵
か
、
味
方
か

81

コ
ー
ビ
ン
を
支
え
た
の
は
誰
か
／
選
挙
が
民
主
主
義
の
す
べ
て
じ
ゃ
な
い
！

政
治
主
義
の
罠
―
―
な
ぜ
日
本
で
社
会
変
革
が
起
き
な
い
の
か

日
本
版
オ
キ
ュ
パ
イ
運
動
と
「
次
な
る
湯
浅
」
探
し
／
社
会
と
経
済
の
次
元
の
民
主
主
義
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哲
学
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
危
機
／
ポ
ス
ト
真
実
の
時
代
を
生
ん
だ
の
は
誰
だ
？

相
対
主
義
が
民
主
主
義
の
危
機
を
つ
く
り
出
す

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
？

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
言
論
の
自
由
／
普
遍
的
価
値
は
存
在
す
る
の
か

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
言
語
を
操
る
プ
ー
チ
ン
／
一
九
六
八
年
の
病
理
的
論
理

第
一
章　
「
ポ
ス
ト
真
実
」
の
時
代
を
生
ん
だ
真
犯
人

132 130

人
間
の
終
焉
？
／
政
治
、
嘘
、
恐
怖

ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
限
界
―
―
ニ
ー
チ
ェ
と
ハ
イ
デ
ガ
ー

第
二
章　
「
人
間
の
終
焉
」
と
相
対
主
義

152
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社
会
構
築
主
義
の
問
題
点
／
事
実
を
取
り
戻
す
た
め
の
新
実
在
論

な
ぜ
世
界
は
存
在
し
な
い
の
か
／
意
味
の
場
と
存
在

厳
然
た
る
事
実
／
自
然
科
学
に
特
権
を
与
え
な
い　

新
実
在
論
が
民
主
主
義
を
再
起
動
さ
せ
る
／
自
明
な
も
の
の
政
治

熟
議
型
民
主
主
義
と
倫
理
の
普
遍
性

第
三
章　

新
実
在
論
で
民
主
主
義
を
取
り
戻
す

169

定
言
命
法
と
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
／
啓
蒙
の
復
権

ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
vs.
左
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

難
民
問
題
―
―
「
恐
れ
」
の
感
情
に
ど
う
向
き
合
う
か
／
危
機
の
時
代
の
哲
学

第
五
章　

危
機
の
時
代
の
哲
学

209

目
前
の
危
機
と
民
主
主
義
／
次
世
代
の
た
め
に
環
境
を
ど
う
守
る
の
か

Ａ
Ｉ
に
決
定
を
ゆ
だ
ね
た
が
る
人
間
の
弱
さ
／
精
神
な
き
サ
イ
バ
ー
独
裁

第
四
章　

未
来
へ
の
大
分
岐
―
―
環
境
危
機
と
サ
イ
バ
ー
独
裁

195

123456789101112131415p.11

集
英
社
新
書
8
月
刊　

未
来
へ
の
大
分
岐

DEC 

１
…
角
原　

２
…
穴
田　

３
…
前
田　

４
…
◯
◯　

校
了
…
◯
◯



歴
史
の
転
換
点
と
し
て
の
二
〇
〇
八
年
金
融
危
機
／
「
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
の
波
」
が
告
げ
る
資
本
主
義
の
終
わ
り

成
長
の
鈍
化
と
生
産
力
の
過
剰
／
情
報
技
術
が
「
潤
沢
な
社
会
」
を
つ
く
る

限
界
費
用
ゼ
ロ
社
会
の
到
来
／
ポ
ス
ト
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
へ
と
導
く
四
つ
の
要
因

資
本
主
義
の
終
焉
期
の
ジ
レ
ン
マ
―
―
情
報
経
済
で
は
債
務
返
済
が
不
可
能

第
一
章　

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
時
代
に
資
本
主
義
が
死
ん
で
ゆ
く

230

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
は
脅
威
か
、
福
音
か
？
／
資
本
の
支
配
と
ブ
ル
シ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ブ

第
三
章　

ポ
ス
ト
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
と
労
働

272

ポ
ス
ト
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
へ
の
移
行
を
阻
む
四
つ
の
要
因
／
デ
ジ
タ
ル
封
建
主
義
の
時
代
？

自
由
市
場
の
機
能
不
全
と
資
本
主
義
の
黄
昏

第
二
章　

資
本
の
抵
抗
―
―
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
独
占
は
な
ぜ
起
き
た
？

261 228
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環
境
危
機
が
ポ
ス
ト
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
へ
の
契
機
と
な
る
／
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
ど
う
見
る
か

第
五
章　

資
本
主
義
で
は
環
境
危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い

310

人
間
に
よ
る
管
理
／
ポ
ス
ト
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
と
国
家
の
役
割
／
ポ
ス
ト
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
の
未
来

第
六
章　

生
き
延
び
る
た
め
の
ポ
ス
ト
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム

318

一
般
的
知
性
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
民
主
主
義
vs.
デ
ー
タ
の
非
対
称
性

加
速
主
義
の
問
題
点
／
人
間
の
主
体
性
が
未
来
を
つ
く
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
突
き
つ
け
る
「
人
間
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い

サ
イ
バ
ー
独
裁
に
抗
う
た
め
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
／
自
由
こ
そ
が
人
間
の
条
件
／
Ａ
Ｉ
時
代
の
普
遍
的
道
徳

第
四
章　

シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
が
脅
か
す
人
間
の
条
件

283343

註 お
わ
り
に
―
―
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ｂ
ｉｇ
！

斎
藤
幸
平
336
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グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
が
変
容
さ
せ
る
政
治
・
経
済
の
姿
を
描
き
切
っ
た

『〈
帝
国
〉』
三
部
作
（
ア
ン
ト
ニ
オ・
ネ
グ
リ
と
の
共
著
）
は
、

「
二
一
世
紀
の
『
共
産
党
宣
言
』」
と
呼
ば
れ
た
衝
撃
作
。

そ
の
大
著
の
予
見
の
正
し
さ
が
日
々
、
証
明
さ
れ
る
な
か

新
た
な
権
力
の
形
に
い
か
に
抵
抗
す
る
か
の
戦
略
を
模
索
し
続
け
、

ウ
ォ
ー
ル
街
占
拠
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
運
動
の
理
論
的
支
柱
と
な
っ
て
い
る
。
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▼
資
本
主
義
の
危
機

斎
藤　
時
代
の
大
き
な
転
換
期
に
い
る
今
、
あ
な
た
と
議
論
で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
と
共
に
、
世
に
問
う
た
名
著
『〈
帝
国
〉１

』
が
ま
さ
に
そ
う
な
の

で
す
が
、
危
機
の
時
代
に
あ
っ
て
も
「
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ　

Ｂ
ｉ
ｇ
！
」、
つ
ま
り
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
思
考

し
、
行
動
す
る
よ
う
人
々
に
呼
び
か
け
て
い
る
思
想
家
が
あ
な
た
だ
か
ら
で
す
。

日
本
で
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
政
治
や
経
済
の
状
況
は
悪
化
す
る
ば
か
り
で
、
社
会
は
閉
塞
感
に
包

第
一
章
　
資
本
主
義
の
危
機
と
処
方
箋
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17　　第一章　資本主義の危機と処方箋

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
根
本
原
因
は
、
資
本
主
義
そ
の
も
の
に
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
で
は
こ
の
閉
塞
感
の
も
と
で
絶
望
し
続
け
る
こ
と
を
や
め
、
資
本
主
義
に
代
わ
る
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ヴ
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
胎
動
が
確
実
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
対
話
の
な
か
で
、
そ
う
し
た

新
し
い
動
き
の
意
味
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
で
、
希
望
の
入
口
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ー
ト
（
以
下
Ｍ
Ｈ
）　
え
え
、
さ
っ
そ
く
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
日
本
の
状
況
や
人
々
の

意
識
に
も
興
味
が
あ
る
の
で
、
楽
し
み
で
す
。

斎
藤　
議
論
の
入
り
口
と
し
て
、「
資
本
主
義
の
危
機
」
と
い
う
問
題
を
概
観
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ロ

ー
レ
ン
ス
・
サ
マ
ー
ズ
元
財
務
長
官
の
議
論
が
有
名
で
す
が
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
端
緒
に
し

た
世
界
的
な
経
済
危
機
か
ら
一
〇
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
、
各
国
政
府
に
よ
る
大
規
模
な
財
政
出
動
や
金

融
緩
和
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
経
済
は
長
期
停
滞
か
ら
な
か
な
か
抜
け
出
せ
な
い
で
い
ま
す
。

た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
率
は
、
二
〇
〇
八
年
以
降
ず
っ
と
二
％
台
前
半
が
続
い
て
お
り
、
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
二
％
台
後
半
と
い
う
成
長
ト
レ
ン
ド
に
戻
っ
て
い
ま
せ
ん２

。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
成
長
ト
レ
ン
ド
と
五
年
後
の
国
民
総
生
産
を
比
較
し
た
損
失
割
合
の
デ
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ー
タ
が
図
１
で
す
が
、
現
在
で
も
損
失
割
合
が
大
き
い
状
態
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｍ
Ｈ　
資
本
主
義
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
で
す
ね
。

斎
藤　
さ
ら
に
、
世
界
経
済
の
長
期
停
滞
と
並
行
す
る
形
で
、
先
進
国
の
中
間
層
が
没
落
し
、
経
済
格
差

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
ル
街
オ
キ
ュ
パ
イ
（
占
拠
）
運
動
で
有
名
に
な
っ
た
、「
九
九
％
vs.
一
％
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
人
々
の
心
を
つ
か
ん
だ
の
は
、
そ
の
深
刻
さ
の
現
れ
で
し
ょ
う
。

▼
資
本
主
義
の
「
飼
い
馴
ら
し
」
は
可
能
な
の
か

斎
藤　
こ
う
し
た
状
況
を
前
に
、
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
や
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
、
ロ
バ
ー
ト
・
ラ

イ
シ
ュ
と
い
っ
た
主
流
派
の
経
済
学
者
や
知
識
人
た
ち
も
、
新
自
由
主
義
を
批
判
し
、
大
き
な
共
感
を
呼

ん
で
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
水
野
和
夫
の
「
資
本
主
義
の
終
焉
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま

し
た３

。
た
だ
、
ピ
ケ
テ
ィ
ら
欧
米
の
経
済
学
者
た
ち
は
、
特
定
の
政
策
を
実
行
し
さ
え
す
れ
ば
「
健
全
な
」
資

本
主
義
が
再
び
軌
道
に
乗
る
は
ず
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
や
富
裕
層
へ
の
課

税
率
を
上
げ
る
。
暴
走
し
が
ち
な
金
融
市
場
に
対
し
て
厳
し
い
規
制
を
課
す
。
緊
縮
財
政
も
や
め
に
し
て

大
規
模
公
共
投
資
を
行
い
、
労
働
者
階
級
へ
の
再
分
配
を
増
や
し
て
、
新
た
な
有
効
需
要
を
創
出
す
れ
ば
、
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19　　第一章　資本主義の危機と処方箋

万
事
う
ま
く
い
く
と
い
う
わ
け
で
す
。

む
き
出
し
の
市
場
原
理
主
義
を
批
判
し
、
資
本
主

義
の
「
飼
い
馴
ら
し
」
を
主
張
す
る
ピ
ケ
テ
ィ
や
ス

テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
た
ち
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
リ

ベ
ラ
ル
な
人
々
の
あ
い
だ
で
「
受
け
」
が
良
く
、
日

本
で
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
な
た
に
伺
い
た
い
の
で
す
。
こ
う
し

た
政
策
は
、
世
界
経
済
の
危
機
に
対
す
る
根
本
解
決

に
な
り
う
る
で
し
ょ
う
か
。
古
き
良
き
時
代
の
社
会

民
主
主
義
的
な
価
値
観
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
、
危

機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

Ｍ
Ｈ　
端
的
に
言
え
ば
、
答
え
は
ノ
ー
で
す
。
あ
な

た
も
、
お
そ
ら
く
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
て
、
こ
の

質
問
を
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

斎
藤　
え
え
。

図1  リーマン・ショック以前の成長トレンドと比較した場合の
　　国民総生産の損失割合（2008年～2013年）
（％）

Michael Roberts, The Long Depression, Chicago: Haymarket Books, 2016, p.115.を
もとに作成
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